
町
民
交
通
傷
害
保
険
の
加

入
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

町
民
交
通
傷
害
保
険
の
加
入
申

し
込
み
を
総
務
防
災
課
町
民
係
お

よ
び
出
張
所
で
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　

少
額
の
保
険
料
で
加
入
で
き
ま

す
の
で
、
万
一
の
交
通
事
故
に
備

え
、
家
族
み
ん
な
で
加
入
し
ま

し
ょ
う
。

対
象
者　
町
内
在
住
の
方
お
よ
び

町
内
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方

加
入
期
間　
加
入
日
〜
令
和
３
年

３
月
31
日
㈬

保
険
料　
12
月
中
に
加
入
さ
れ
る

方
は
１
口
1
6
0
円
で
す
。

※�

保
険
料
は
、
月
ご
と
に
１
口
40

円
減
額
さ
れ
ま
す
。

※�

１
人
２
口
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

保
険
の
対
象　
被
保
険
者
が
、
国

内
で
の
車
両
（
電
車
・
自
動
車
・

二
輪
車
・
自
転
車
な
ど
）
の
衝
突

お
よ
び
横
転
事
故
、
ま
た
は
歩
行

中
に
車
両
と
の
接
触
事
故
に
遭
わ

れ
た
場
合
、
保
険
金
が
支
払
わ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
航
空
機
・
船
舶

な
ど
に
よ
る
事
故
は
支
払
い
の
対

象
外
で
す
。

支
払
わ
れ
る
保
険
金
（
加
入
口
数

１
口
に
つ
き
）

○�

死
亡
ま
た
は
事
故
に
よ
る
後

遺
障
害
認
定
を
受
け
た
場
合

�

1
0
0
万
円

○�

け
が
に
よ
り
１
日
以
上
通
院
・

入
院
し
た
場
合

�

5,
0
0
0
円
〜
12
万
円

※�

治
療
期
間
に
よ
っ
て
金
額
は
変

わ
り
ま
す
。

そ
の
他　
こ
の
保
険
は
、
他
の
保

険
（
健
康
・
労
災
・
生
命
・
傷

害
・
自
動
車
保
険
）
な
ど
と
関
係

な
く
、
保
険
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

照
会
先　
総
務
防
災
課（
町
民
係
）

☎
8
5

―

7
1
6
0

　

低
所
得
の
ひ
と
り
親
世
帯
に
つ

い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
る
子
育
て
負
担

の
増
加
や
収
入
の
減
少
に
対
す
る

支
援
を
行
う
た
め
、
臨
時
特
別
給

付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

支
給
に
は
、
「
基
本
給
付
」
と

「
追
加
給
付
」
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
支
給
手
続
き
が
異
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

給
付
金
の
対
象
者
及
び
給
付
額

【
基
本
給
付
】

　

基
本
給
付
の
対
象
に
な
る
方
は
、

次
の
（
１
）
ま
た
は
（
２
）
に
該

当
す
る
方
で
す
。
（
児
童
扶
養
手

当
法
に
定
め
る
「
養
育
者
」
の
方

も
対
象
に
な
り
ま
す
。
）

（
１
）
公
的
年
金
等
（
遺
族
年
金
、

障
害
年
金
な
ど
）
を
受
給
し
て
お

り
、

①�

令
和
２
年
６
月
分
の
児
童
扶
養

手
当
の
支
給
が
全
額
停
止
さ
れ

て
い
る
方

②�

児
童
扶
養
手
当
を
申
請
し
て
い

な
い
方

（
２
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急

変
す
る
な
ど
、
収
入
が
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
と
同
じ

水
準
に
な
っ
て
い
る
方

給
付
額
は
、
１
世
帯
５
万
円
（
第

２
子
以
降
ひ
と
り
に
つ
き
３
万
円

加
算
）
で
す
。

【
追
加
給
付
】

　

追
加
給
付
の
対
象
に
な
る
方
は
、

「
基
本
給
付
」
の
（
１
）
に
該
当

す
る
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
家
計

が
急
変
し
、
収
入
が
減
少
し
た
方

と
な
り
ま
す
。

給
付
額
は
、
１
世
帯
５
万
円
で
す
。

給
付
金
の
支
給
手
続
き

●
「
基
本
給
付
」
に
該
当
す
る
方

は
申
請
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
添

付
書
類
と
し
て
、
給
与
明
細
書
な

ど
の
収
入
額
が
分
か
る
書
類
や
年

金
支
給
額
が
分
か
る
書
類
、
受
取

口
座
を
確
認
で
き
る
書
類
の
写
し

な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
子
育
て
支
援
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
「
追
加
給
付
」
に
該
当
す
る
方

は
申
請
が
必
要
で
す
。

　

各
種
申
請
書
の
配
布
及
び
受
付
は

子
育
て
支
援
課
で
行
っ
て
い
ま
す
。

申
請
期
限

　

令
和
３
年
１
月
29
日
㈮
ま
で

照
会
先　
子
育
て
支
援
課

☎
8
5

―

9
5
9
5

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別

給
付
金（
国
制
度
）を
ま
だ

申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
へ

　

次
の
と
お
り
受
賞
者
が
決
定
し

ま
し
た
。

●
小
学
生
の
税
の
書
道
展

○
町
長
賞

函
嶺
白
百
合
学
園
小
学
校　

３
年

生い
く
野の　

真ま

琴こ
と　

さ
ん

箱
根
の
森
小
学
校　

６
年

鈴す
ず
木き　

彩あ

友ゆ　

さ
ん

●
中
学
生
の「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

○
小
田
原
県
税
事
務
所
長
賞

函
嶺
白
百
合
学
園
中
学
校　

３
年

谷た
に

中な
か　

咲さ

里り

愛あ　

さ
ん

○�

小
田
原
足
柄
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
会
長
賞

函
嶺
白
百
合
学
園
中
学
校　

３
年

天あ
も
羽う　

花か

織お
り　

さ
ん

○�

小
田
原
足
柄
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
優
秀
賞

箱
根
中
学
校　

３
年

小お

野の

田だ　

結ゆ

月づ
き　

さ
ん

○
町
長
賞

函
嶺
白
百
合
学
園
中
学
校　

３
年

軽か
る
部べ　

夏か

永え　

さ
ん

小
学
生
の
税
の
書
道
展
な
ら
び

に
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作

文
」
の
受
賞
者
決
定
に
つ
い
て

令和２年
箱根町の
主なできごと

1 月 2 日 第96回東京箱根間往復大
学駅伝競走往路優勝校の
青山学園大学に箱根寄木
細工製のトロフィーとメ
ダルを贈呈

7 日 自治功労者五人を表彰 1

10日 消防出初式を挙行 2

13日 成人式を挙行 3

2 月 5 日 商工従業員45人を表彰 4

4 月 1 日 コロナ渦の中新年度ス
タート

6 月 5 日 箱根中方式分散登校 5

7 月23日 箱根登山電車　全線運転
再開 6

8 月16日 大文字焼挙行　サプライ
ズ打ち上げ花火 7

10月25日 箱根町長選挙

11月 6 日 第57回町民文化祭を開催
（～ 8 日）

1

23

4

5

6

7
厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
、
全
国
民

生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
会
長
表
彰

　

岡
本
光
代
さ
ん
が
、
民
生
委
員

児
童
委
員
と
し
て
、
永
年
に
わ
た

り
社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献
し
た

功
績
に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
特

別
表
彰
及
び
全
国
民
生
委
員
児
童

委
員
連
合
会
会
長
表
彰
（
永
年
勤

続
民
生
委
員
・
児
童
委
員
表
彰
）

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
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